
近江米振興協会

令和７年度水田農業振興フォーラム

令和８年(2026年)１月31日

於：能登川コミュニティセンター 大ホール



令和７年度水田農業振興フォーラム開催要領 

 

１． 目的 

価格高騰や流通の多様化、気候変動など米を取り巻く環境が大きく変化する中、京阪神の卸

等は、より近郊の産地の主食用米を集荷したい意向があり、近江米の引き合いは強いが、集荷

業者等に米が集まりづらく、卸等が求める近江米の数量を供給できていない状況にあります。 

水田農業が主体の本県においては、これまで以上に需要に応じた米の生産を推進するため、

近江米の生産と販売に係る方向性を生産者、関係者が共有し、近江米の産地力の強化を図る

とともに、水稲の高温対策や麦・大豆の品質向上対策の普及を図ることを目的として、本フォー

ラムを開催します。 

 

２．主催  近江米振興協会 

 

３．日時  令和８年１月 31 日（土） １３：３０～１６：００ 

 

４．場所  能登川コミュニティセンター 大ホール （東近江市躰光寺町２６２） 

 

５．内容 

（１）開会、あいさつ 

 

（２）食味コンクール（表彰、講評）  

 

（３）講演 

● 「近江米生産・流通ビジョン」（第３期）について        近江米振興協会 

● 水稲・麦・大豆の品質確保に向けた取組について      県農業技術振興センター 

 

（４）情報提供 

● 気候変動下における近江米の安定生産 

－ 高温耐性品種の導入について         県みらいの農業振興課 

 

    

（５）閉会 

 

６．参集範囲 

   生産者、ＪＡ、地域農業センター、県農協中央会、全農滋賀県本部、県農業共済組合、県主食

集荷商業協同組合、県農業会議、市町近江米振興協会、県、市町 等 

  

 



令和７年度水田農業振興フォーラム日程 
 

と き 令和８年１月 31 日(土)１３時３０分～ 

ところ 能登川コミュニティセンター 

 

時  間 内   容 講 師 等 

 

１３時３０分 

 

開 会 協会事務局 

開会挨拶 

近江米振興協会 専務理事 

（滋賀県農業協同組合中央会副会長） 

大林 茂松 

 

 

１３時４０分 

 

食味コンクール審査結果と講評 

 

近江米振興協会 理事 

（滋賀県農業技術振興センター所長） 

             山本 孝司 

食味コンクール表彰式 各表彰者 

食味コンクール 

 最優秀賞受賞者のコメント 

 

知事賞受賞者 

休 憩（ステージ準備） 

１４時１０分 

 

講演① 

「近江米生産・流通ビジョン」（第３期）につ

いて 

 

近江米振興協会 

   局長 小久保 泰 

１４時４０分 

 

講演② 

水稲・麦・大豆の品質確保に向けた取組

について 

 

県農業技術振興センター 

   主幹 森 茂之 

１５時１０分 

 

情報提供 

気候変動下における近江米の安定生産 

－ 高温耐性品種の導入について 

 

県みらいの農業振興課 

   主査 塚本 敬之 

16 時 0０分 閉会挨拶 協会事務局 

 



 

本コンクールでは主に家庭用として

流通する「みずかがみ」、「環境こだわ

りコシヒカリ」の食味や品質を高め、近

江米ブランドのより一層の向上を目的

として、近江米振興協会の主催により

実施しており、今年度から「きらみず

き」部門が新設されました。 

 

 令和７年度の作柄は「やや良好」とな

りましたが、記録的な猛暑等の影響に

より白未熟粒やカメムシによる斑点米

が多く発生し、本県の水稲うるち玄米

の 1 等米比率は全国平均を大きく下

回る結果となりました。 

 

今年度は「みずかがみ」で６４点、

「環境こだわりコシヒカリ」で６８点、「き

らみずき」で５４点、合計で１８６点を出

品いただきましたが、登熟期間の高温

等の影響により、出品された「コシヒカ

リ」の８割が整粒比 60%未満となりま

したので、当フォーラムでの講演等を

参考にして整粒歩合の低下を抑える

栽培管理に取り組み願います。 

 

 米の情勢が大きく変化する中、京阪

神の米卸業者等はより近郊の産地の

米を集荷したい意向があり、近江米の

引きが強いと伺っております。 

水田農業を基幹とする本県農業の

持続的な発展とさらなる躍進に向け

て、生産者の皆様とともに近江米に携

わる関係者が一丸となって需要の変

化に応じた生産を実現し、全国におけ

る近江米の需要量シェアの向上を目

指してまいりたいと考えておりますの

で、引き続きのご理解と御協力をお願

い申し上げまして、審査講評とさせて

いただきます。 

 

受賞されました皆様、誠におめでと

うございます。 

 

 

令和８年１月 31 日 

近江米振興協会 理事 

（県農業技術振興センター 所長） 

山本 孝司 

令和７年度近江米食味コンクール講評 



令和７年度近江米食味コンクール 表彰者一覧 
 

滋賀県知事 表彰 

みずかがみ 最優秀賞 甲賀市 かわむらふぁーむ 

川村 克己 

 

様 

環境こだわりコシヒカリ 最優秀賞 長浜市 木下 清則 様 
 

滋賀県農業協同組合中央会長 表彰 

みずかがみ 優秀賞 甲賀市 鳥居 孝義 様 

環境こだわりコシヒカリ 優秀賞 甲賀市 かわむらふぁーむ 

川村 克己 

 

様 
 

全国農業協同組合連合会滋賀県本部長 表彰 

みずかがみ 優秀賞 日野町 西明寺営農組合 様 

環境こだわりコシヒカリ 優秀賞 日野町 壁田 兼一 様 
 

滋賀県主食集荷商業協同組合理事長 表彰 

みずかがみ 優秀賞 長浜市 間所 秀夫 様 

環境こだわりコシヒカリ 優秀賞 米原市 （農）甲津原営農組合 

理事 山﨑 茂 

 

様 
 

近江米振興協会長 表彰 

みずかがみ 優秀賞 日野町 古道 淸 様 

環境こだわりコシヒカリ 優秀賞 長浜市 田中シビルテック（株） 

代表取締役社長 

田中 和孝 

 

 

様 

きらみずき 優秀賞 甲賀市 かわむらふぁーむ 

川村 克己 

 

様 
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食味、品質、収量性に優れる中生の早熟期の水稲新系統「滋賀 82 号」の育成 

［要約］水稲中生の早熟期で「ゆめおうみ」より食味、玄米外観品質、収量性に優れた

「滋賀 82 号」を育成した。本系統は耐倒伏性、高温登熟性も比較的優れており、安定生

産が可能な品種候補として有望である。 

農業技術振興ｾﾝﾀｰ･栽培研究部･水稲育種係 ［実施期間］ 平成 21 年度～令和 2 年度 

[部会] 農産 ［分野］ 戦略的な生産振興 [予算区分］ 県単 [成果分類］ 研究 

 

［背景・ねらい］ 

 本県の水稲作付品種は早生と中生の晩熟期に属するものが中心であるが、収穫・乾燥調

製作業を効率的に運営する観点から、これら熟期の中間である中生の早熟期で食味、玄米

外観品質、収量性に優れた品種が望まれている。そこで中生の早熟期で食味、品質、収量

が優れ、安定生産が可能な主食用米品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

① 「滋賀 82 号」は「にこまる」を母、「レーク 65」を父として 2009 年に人工交配して得

た後代から世代促進を利用した集団育種法により育成した（図１）。2020 年度の世代は

F13である。 

 

② 出穂期は「キヌヒカリ」より 2日遅く、「ゆめおうみ」より 3日早い。成熟期は「キヌ

ヒカリ」より 7 日遅く、「ゆめおうみ」より 1日早い。中生の早熟期の粳種である（表

１）。 

 

③ 「ゆめおうみ」、「キヌヒカリ」と比較して多収であり、玄米外観品質は優れる（表１、

図２）。 

 

④ 食味は「ゆめおうみ」、「キヌヒカリ」より優れ、「コシヒカリ」と同等である（表１、

図２）。 

 

⑤ 高温登熟性は「ゆめおうみ」より優れる「中」、穂発芽性は「ゆめおうみ」、「キヌヒカ

リ」より優れる「極難」である（表２）。 

 

⑥ 耐倒伏性は「ゆめおうみ」よりやや劣る「やや強」であるが、一般的な栽培法であれば

収穫に支障が出るような倒伏の危険性は低い（表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 

① 今後は本系統の食味および玄米外観品質を高位安定化させる栽培方法を明らかにする。 

 

② いもち病に対しての抵抗性は弱く、縞葉枯病に対する既知の抵抗性遺伝子は有しない。 

 

 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

・研究課題名 

大課題名：戦略的な農畜水産物の生産振興に関する研究 

中課題名：みずかがみの産地化と攻めの近江米振興 

小課題名：水稲等の品種改良および栽培試験 

・研究担当者名：吉田貴宏（Ｈ25～Ｒ２）、中川淳也（Ｈ21～Ｈ24、Ｈ30～Ｒ２）、 

森茂之（Ｈ21～Ｈ28）、椎木咲帆（Ｈ28～Ｒ１）、西村卓真（Ｈ29～Ｒ２）、 

宮村弘明（Ｈ26～Ｈ27）、日野耕作（Ｈ26～Ｈ27）、山口航平（Ｒ２） 

・その他特記事項：技術的要請課題 湖北農業農村振興事務所（Ｈ26、Ｈ27）。 

         交配親である「にこまる」は農研機構 九州沖縄農業研究センターよ

り提供を受けた。 

図１　系譜図
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図２ 精玄米重、玄米外観品質、食味の対照品

種との比較（平成27年～令和２年 所内および現

地試験）

１）目視評価、値が小さいほど良い。4.5以下が農

産物検査１等に相当。

２）基準品（農業技術振興センター産コシヒカリ）と

の７段階相対評価（-3～+3)。パネル約20名。

３）各図とも斜線よりも上にプロットしている場合、

滋賀82号が対照品種より優れたことを示す。

対照品種

表２　障害・病害抵抗性概要

高温登熟性検定１)

整粒歩合(%)２）

白未熟粒率(%)２）

判定

耐倒伏性

穂発芽性

葉いもちほ場抵抗性

穂いもちほ場抵抗性

滋賀82号 標）ゆめおうみ

中

やや強

極難

やや弱

59.6

14.2

54.8

27.3

比）キヌヒカリ

やや弱

(やや強)

やや易

やや弱

43.9

36.1

強

難

強

１）水田に設置した温室で栽培（平成27年～令和２年平均）。登熟期間は温室を閉めきり、温
室内の気温が32℃を超えた場合には側窓が自動的に開く設定とした。

２）整粒歩合、白未熟粒率は（株）サタケ 穀粒判別器RGQI10Bにより測定（粒比）。白未熟粒
率は乳白粒、基部未熟粒、腹白未熟粒、青死米、白死米の比率合計。

やや強 やや弱

弱～極弱

弱～極弱

表１　立毛形質、収量、玄米外観品質、食味特性概要

熟期

出穂期（月.日) 7.30 (±3.5日) 8.02 (±2.7日) 7.28 (±2.5日)

成熟期（月.日） 9.05 (±3.3日) 9.06 (±3.8日) 8.30 (±3.1日)

稈長(cm)

穂長(cm)

穂数(本/㎡)

倒伏程度(0-5)

精玄米重(kg/a)２） 62.9 (±3.7) 58.0 (±4.2) 54.6 (±2.6)

同上比率(%)

玄米千粒重(g)

玄米外観品質(1-9)３） 4.3 (±0.3) 5.5 (±1.1) 5.5 (±1.2)

食味官能試験４）

総合評価 0.01 (±0.25) -0.20 (±0.12) -0.18 (±0.25)

玄米タンパク質含量(%)５）

アミロース含量(%)６）

味度７）

108 100 94

19.5 20.1 18.5

381 390 377

0.2 0.1 0.4

７）東洋ライス（株）トーヨー味度メーターMA-30Aよびマルチ味度メーターMA90システムによる
測定値。

滋賀82号

中生の早

標）ゆめおうみ

中生の早

比）キヌヒカリ

早生

１）平成27年～令和2年　奨励品種決定調査標肥区（5月10日頃植、基肥0.4kgN/a、穂肥
0.2kgN/a)平均(±標準偏差）。ただし、アミロース含量は平成30年～令和元年、味度は平成29
年～令和元年の平均値。

２）玄米調製網目幅は平成27年は1.80mm、平成28年以降は1.85mm。

３）目視評価、値が小さいほど良い。4.5以下が農産物検査１等に相当。

４）基準品（農業技術振興センター産コシヒカリ）との7段階相対評価（-3～+3)。パネル約20名。

５）静岡精機（株）米麦分析計BR-5000で測定。水分15.0%換算。

６）ビーエルテック（株）オートアナライザーⅢ型により搗精歩合約90%の白米を粉砕し測定。

76 73 84

22.8 22.6 21.5

6.3 6.3 6.7

16.3 17.9 16.1

79.4 73.1 67.5



夏季高温年でも安定生産できる中生の晩熟期の酒米有望系統「滋賀酒 85号」の育成 

［要約］夏季高温年でも安定生産できる中生の晩熟期の酒米品種候補「滋賀酒 85号」を育成

した。本系統は収量性、耐倒伏性が優れ、県内の主要な酒米品種よりも心白発現が多く玄米外

観品質も優れており有望である。 

農業技術振興センター・栽培研究部・水稲育種係 ［実施期間］ 平成 28 年度～令和 6 年度 

［部会］ 農産 ［分野］ 競争力の強化 ［予算区分］ 県単 ［成果分類］ 研究 

 

［背景・ねらい］ 

醸造用で本県の水稲特定品種である「玉栄」と「吟吹雪」は近年の栽培期間の高温化に

より、「玉栄」では農産物検査における格付等級および醸造時の溶解性の低下、「吟吹雪」

では収量および背白粒などの白未熟粒増加による玄米外観品質の低下といった問題がある。 

そこで、高温条件下で栽培しても収量、品質、溶解性に優れ安定した生産が可能となる

酒米品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

①「滋賀酒 85号」は、「吟吹雪」を母、「吟おうみ」を父として 2016年に人工交配をして

得た後代から世代促進を利用した集団育種法により育成した（図 1）。2024年の世代は F9

である。 

②出穂期は「玉栄」より 4日遅く、「吟吹雪」より 3 日早い。成熟期は「玉栄」より 1 日遅

く、「吟吹雪」より 2 日早い。中生の晩熟期の粳種である（表 1）。 

③稈長は「玉栄」より 4cm、「吟吹雪」より 13cm 長いが、稈は剛く耐倒伏性は「やや強」で

ある（表 1）。 

④収量は「玉栄」と同等で、「吟吹雪」より多い。玄米千粒重は「玉栄」より小さく、「吟

吹雪」より大きい（表 1）。 

⑤「玉栄」および「吟吹雪」より玄米外観品質は優れ、心白発現は多い（表 1）。 

⑥玄米粗タンパク質含量は「玉栄」と同等であるが、70%精米タンパク質含量はやや低い 

（表 1）。 

⑦尿素崩壊性から推定される溶解性（蒸米酵素消化性）は、「玉栄」より優れ、「山田錦」

と同等である（図 2）。 

⑧穂発芽性は「玉栄」および「吟吹雪」より劣る「やや易」である（表 1）。 

⑨いもち病抵抗性は来歴および圃場検定結果から「吟おうみ」由来の真性抵抗性遺伝子 Pi-

ta2を保有すると推定される。圃場抵抗性は不明である（表 1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

①本系統の酒造適性については、工業技術総合センターと連携して調査中である。また、

次年度以降試験を実施し、最適な栽培方法を確立する。 

②穂発芽性は「やや易」であるため、成熟期での収穫に努め刈り遅れを避ける。 

③縞葉枯病に対しては罹病性である。 

 



表 1 特性概要 

図 1 系譜図 

吸
光
度

 

山田錦

吟吹雪

玉栄

滋賀酒85号

西海146号

吟おうみ
西海144号
（ヤマチカラ）

0.0
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1.0

滋賀酒85号 玉栄 吟吹雪 山田錦

2023年

2024年

熟期

出穂期（月.日) 8.11 (±2.5日) 8.07 (±3.6日) 8.14 (±2.1日) 8.16 (±0.6日)

成熟期（月.日） 9.16 (±0.6日) 9.15 (±1.7日) 9.18 (±1.7日) 9.20 (±2.1日)

稈長(cm)

穂長(cm)

穂数(本/㎡)

倒伏程度(0-5)

精玄米重(kg/a)2） 60.3 (±6.5) 58.6 (±5.0) 32.4 (±3.4) 42.5 (±2.2)

同上比率(%)

屑米重歩合（%）

玄米千粒重(g)

玄米外観品質(1-9)
3） 4.7 (±0.7) 6.1 (±1.4) 6.3 (±1.7) 5.8 (±1.1)

心白発現(0-5)4） 4.3 (±0.5) 2.3 (±0.6) 3.0 (±1.3) 2.9 (±0.8)

玄米粗タンパク質(%)5）

70%精米粗タンパク質(%)5）

耐倒伏性

穂発芽性

葉いもち圃場抵抗性

穂いもち圃場抵抗性

縞葉枯病抵抗性

やや強 やや弱 やや強 弱

12.46.2 4.6 18.2

5）ケルダール法により測定。水分は乾物換算。

26.4

8.35

4.694.84 5.04 5.05

26.2 29.2 24.9

8.44 8.43 8.65

3）目視評価、値が小さいほど良い。4.5以下が農産物検査１等に相当。

罹病性 罹病性

やや易 中 中

不明（Pi-ta 2） 中 中

不明（Pi-ta 2） やや弱 中

易

弱

弱

1）2022年～2024年　奨励品種決定調査標肥区（5月10日頃植、基肥0.45kgN/a、穂肥0.25kgN/a)平均(±標準偏差）。

4）目視評価、値が大きいほど発現が多い。

72

滋賀酒85号

中生の晩

玉栄

中生の晩

吟吹雪

晩生

山田錦

晩生

110
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351
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罹病性 罹病性

2）玄米調製網目幅は2.00mm。
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

・研究課題名 

大課題名：経済活動としての農業・水産業の競争力を高める研究 

中課題名：需要の変化への対応と農地・農業技術等のフル活用 

小課題名：しがの力強い水田農業産地強化支援事業（酒米） 

・研究担当者名：山口航平（R2～R6）、中川淳也（H30～R3）、𠮷田貴宏（H28～R6）、 

西村卓真（H29～R6）、椎木咲帆（H28～R1）、日野耕作（H28～29）、 

森茂之（H28）、横井隆志（R4）、辻󠄀村雄紀（R5～R6） 

・その他特記事項：技術的要請課題 東近江農業農村振興事務所（R1、R2） 

図 2 供試品種・系統の尿素崩壊性試験結果 

・尿素崩壊後の溶液をヨウ素溶液で呈色後、680nm の吸光度を測定(NanoDrop OneC)。 

値が高いほど蒸米酵素消化性が高いことが推定される。 

・尿素溶液濃度は 3.2M で、各３回測定した平均値。 

・エラーバーは、標準偏差を示す。 



猛暑年の水稲栽培における減収、品質低下の要因と地力向上による安定生産 

［要約］猛暑年における水稲の減収、品質低下の一要因は、水稲の窒素吸収量が少ない

ことや玄米の基部未熟粒が多いことなどから、登熟期の栄養凋落であり、地力の低いほ

場ではその傾向が顕著である。安定生産には有機物施用による地力向上が有効である。 

農業技術振興ｾﾝﾀｰ･環境研究部･環境保全係 ［実施期間］ 令和 4年度～令和 5年度 

［部会］ 農産 ［分野］ 環境保全・リスク対応 ［予算区分］ 県単 ［成果分類］ 指導 

［背景・ねらい］ 

本県では、近年、水稲出穂後 20日間の日平均気温は、白未熟粒が急激に増加するとされ

る 27℃を超えることが常態化しており、猛暑への対策が必須となっている。特に、令和５

年産は例年と比べて、水稲の収量、品質が低下する場合が多く、その原因を究明すること

が喫緊の課題となっている。 

そこで、猛暑であった令和５年の減収・品質低下の要因を、センター内ほ場における水

稲の窒素吸収と収量、玄米品質の面から考察し、高品質・安定多収のための対策技術を明

らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

① 同一ほ場でみると、猛暑年は地力窒素発現量（土壌から生育期間中に供給される水稲が

吸収可能な窒素量）が多くなるが、無施肥の水稲窒素吸収量である地力窒素吸収量が少

なくなる。全量基肥栽培で施肥した場合は幼穂形成期までに比べて幼穂形成期以降の窒

素吸収が少なくなる傾向にある（表１）。 

② 猛暑年には精玄米重が地力に関わらず少なくなるが、地力が低いほ場では、高いほ場に

比べて減収程度が大きくなる（表２）。 

③ 減収の要因は、生育前半の生育量は確保できているが、特に幼穂形成期以降の窒素吸収

量が少ないこと、登熟期の低窒素条件が原因とされる玄米の基部未熟粒が多いことを考

え合わせると、登熟期の栄養凋落とみられる。（表１、２）。 

④ 猛暑年において、麦前に牛ふん堆肥を施用した田畑輪換ほ場では水稲の減収を軽減でき

る。また、牛ふん堆肥を長期連用し地力向上を図ることは、猛暑年においても安定多収

に有効である（図）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

① 令和 5年は 7月 15日～8月 31日までの平均気温が 28.2℃（令和 4年度：27.1℃）と高

く、特に、「みずかがみ」の出穂後 20 日間にあたる 7 月下旬～8 月上旬の平均気温が

28.7℃（令和 4年度：27.9℃）と白未熟粒が急激に増加するとされる 27℃を平均で 1.7℃

超える猛暑年である（データは農技セ内の気象観測値）。 

② 猛暑年における収量や玄米品質の低下は地力が低いほ場で顕著である。安定化を図るた

めには、有機物施用による地力向上や窒素追肥により、登熟期の窒素栄養状態を確保す

ることが必要であることが示唆される。 

③ 猛暑年における登熟期の栄養凋落が、地力窒素の発現量や肥料の窒素溶出の前倒しに

よるものか、あるいは根からの窒素吸収が阻害されたものなのか断定はできない。  



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

・研究課題名 

  大課題名：環境を守り、リスクに対応する研究 

  中課題名：気候変動による自然災害等のリスクへの対応 

  小課題名：温暖化と地力低下に対応したデータ活用による水稲の施肥診断技術と施肥

法の開発 

・研究担当者：武久邦彦（R4-R5）、河村紀衣（R4-R5）、奥村和哉（R4-R5）、鋒山大輝（R5）、

高山尊之（R4） 

・その他特記事項：啓発パンフレット「猛暑に打ち克つイネづくり」（近江米振興協会：滋

賀県監修、R6年 1月）に引用 

表２　センターほ場におけるR4およびR5年度の生育・収量

玄米外観品質

年度 整粒 白未熟粒

(kg/10a) R5/R4 (kg/10a) R5/R4 歩合 乳白 基部 腹白 合計

猛暑年(R5) 480 0.81 652 0.96 49.6 4.8 12.9 3.0 20.7

参考(R4) 594 681 - - - - -

猛暑年(R5) 510 0.87 830 1.14 59.1 3.4 8.7 2.1 14.2

参考(R4) 587 729 - - - - -
注1）水稲品種：「みずかがみ」　　　　　　注2）肥料：みずかがみ基肥一発用肥料7kgN/10a（全量基肥・全層施肥）

注3）移植　R4：5/10、R5：5/1

注4）わら重：風乾重、精玄米重(1.85mm以上)、玄米タンパク質含有率、整粒歩合：水分14.5％換算

注5）玄米外観品質はS社製穀粒判別器（RGQI10B）による粒数比

地力が低いほ場
(やや砂質土)

地力が高いほ場
(粘質土)

精玄米重 わら重
試験ほ場

表１　土壌からの窒素供給と水稲窒素吸収量との関係（センターほ場）

地力窒素 水稲窒素吸収量（kgN/10a）

発現量 無施肥 施　肥　（全量基肥）

（kgN/10a） 成熟期 幼穂形成期 幼穂形成期～成熟期

猛暑年(R5) 10.3 5.6 5.2 3.2

参考(R4) 9.2 7.8 5.4 5.1

猛暑年(R5) 11.1 7.0 6.3 4.2

参考(R4) 10.5 8.4 5.4 5.3
注1）地力窒素発現量は、移植から収穫までのほ場埋込培養法でのアンモニア化成量。
　　　（土壌から生育期間中に供給される水稲が吸収可能な窒素量）

注2）品種「みずかがみ」　　　R5年　移植：5/1、幼穂形成期：6/28、成熟期：8/21(やや砂質田）8/23(粘質田)、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 R4年　移植：5/10、幼穂形成期：6/28、成熟期：8/23(やや砂質田）8/25(粘質田)

注3）施肥：みずかがみ基肥一発用肥料7kgN/10a（全量基肥・全層施肥）

調査年

地力が高いほ場
(粘質土)

試験ほ場

地力が低いほ場
(やや砂質土)

注1）大豆跡「みずかがみ」。5月上旬移植。

注2）小麦・大豆-水稲-水稲の田畑輪換ほ場（粘質土）。

注3）大豆跡には牛ふん堆肥は無施用。

注4）基肥0、穂肥1.5kgN/10a。精玄米重は1.85mm篩。　

図　牛ふん堆肥施用による減収軽減（R5年度）

注5）牛ふん麦前１回施用は牛ふん堆肥を小麦前に
　　　施用（1t/10a）。
注6）長期連用はS48(1973)年から水稲跡に2t/10a連用。
　　　（連用7年目までは基肥と追肥の減量、10年目以降には
　　　基肥と追肥を省略し、穂肥のみで安定多収が可能）
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第 9巡定点モニタリング調査から見た水田土壌の化学性の現状と近年の変化 

［要約］県内の水田土壌における可給態リン酸は約 80％の地点で目標値以上である。一方、

可給態ケイ酸は約 50％の地点で目標値未満であり、ケイ酸施用量が年間平均約 15kg/10a 以下

の地点で減少する傾向にある。また、全炭素および全窒素量は、田畑輪換により減少傾向にあ

るが、牛糞堆肥の施用により維持できる。 

農業技術振興ｾﾝﾀｰ･環境研究部･環境保全係 ［実施期間］ 令和元年度～令和 6年度 

［部会］ 農産 ［分野］ 競争力の強化 ［予算区分］ 県単 ［成果分類］ 指導 

 

［背景・ねらい］ 

土壌は農業生産の基盤であり、農業経営の安定化を図るためには適切な土づくりが重要

である。本県では、1979 年から県内の農耕地土壌の理化学性を把握するため、県内全域に

定点ほ場を設置し、耕作者への栽培管理等に関する定期的なアンケートと併せて、5 年 1

巡の周期で実地調査を実施している。 

今回は、第 9 巡調査（2019～2023 年）における水田の定点ほ場について、栽培管理の実

態と土壌化学性の現状を把握すると共に、第 7 巡～9 巡にかけての田畑輪換や有機物施用

による土壌中の全炭素と全窒素量への影響を明らかにし、土づくり対策の推進に活用する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

① 第 9巡の pH の平均値は 5.9 であり、土壌改良目標値内である。しかし、約 20％の地点

で目標値未満であり、その多くが水稲連作ほ場である（表 1）。 

② 可給態リン酸の平均値は 21.2mg/100g 乾土であり、目標値超である。約 40％の地点で

目標値超であり、目標値以上が約 80％を占める（表 1）。 

③ 可給態ケイ酸の平均値は 18.2mg/100g 乾土であり、目標値内である。約 50％の地点で

目標値未満である（表 1）。ケイ酸施用量が年間平均約 15kg/10a 以下の地点では、第 7

巡から第 9巡にかけて可給態ケイ酸は減少しており、目標値未満の地点が多い (図)。 

④ 全炭素および全窒素の平均値は、水稲連作ほ場では田畑輪換ほ場と比較して高い傾向

にあり、水稲連作ほ場における第 9巡の平均値は、第 7 巡と比較して増加傾向にある。

一方、田畑輪換ほ場における第 9 巡の平均値は、第 7巡と比較して減少傾向にあるが、

牛糞堆肥の施用により、全炭素および全窒素を維持できる効果が認められる（表 2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

① 土壌 pH の改良目標値は 5.5～6.5 としており、カドミウム吸収抑制を考慮すると 6.5が

望ましい。 

② 土壌可給態リン酸および可給態ケイ酸含量が低いほ場では、県指導指針等に基づく資

材施用が必要である。 

③ 目標値超のほ場では、土づくり資材の削減によりコスト低減が期待できる。 

④ 「土づくり技術対策指針」（滋賀県、2002）において、ケイ酸施用にかかる土づくり肥

料・資材として、ケイカル（可溶性ケイ酸 10％以上（肥料取締法））150kg/10a を施用

基準としている。 

⑤ 毎年栽培管理アンケートを実施する水田土壌の定点（40 地点）の内、地点変更やアン

ケート回答率が低い地点を除く、32地点のデータを活用し、解析した。 

⑥ 田畑輪換ほ場とは、第 7～9巡の 10 年間で一度でも畑作となったほ場（保全管理含む）

を指す。 

 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

・研究課題名 

  大課題名： 環境を守り、リスクに対応する研究 

  中課題名： 琵琶湖を中心とする環境の保全再生 

  小課題名： 土壌環境基礎調査 

・研究担当者：奥村和哉（R4-6）、河村紀衣（R1-2）、武久邦彦（R1-5）、楠田理恵（R3） 

・その他特記事項：成果の一部を近畿土壌肥料研究協議会第 39 回研究会にて発表。 

7巡目 9巡目 7巡目 9巡目

水稲連作ほ場 2.15 2.30 7.0 0.203 0.213 4.9 13

内訳 牛糞堆肥 2.40 2.55 6.1 0.216 0.225 4.5 3

その他有機物 2.86 3.04 6.1 0.260 0.276 6.2 1

なし 1.98 2.13 7.5 0.192 0.201 5.0 9

田畑輪換ほ場 1.80 1.72 -4.7 0.170 0.156 -8.0 19

内訳 牛糞堆肥 1.68 1.80 7.2 0.166 0.164 -0.7 2

その他有機物 1.71 1.67 -2.6 0.161 0.152 -5.4 8

なし 1.91 1.75 -8.7 0.179 0.158 -11.6 9

過去10年間の
施用有機物

　　T-C（％） 増減率
（％）

地点数
　　T-N（％） 増減率

（％）

表 1 第 9 巡定点モニタリング調査における水田土壌化学性の平均値と頻度分布 

図 ケイ酸施用量と可給態ケイ酸増減量の関係 

表 2 第 7～9巡における田畑輪換や有機物施用による全炭素（T-C）および全窒素（T-N）の変化 

注 1）施用有機物とは、第 7～9 巡の 10 年間に施用した作物残さ以外の有機物を指す。 

注 2）その他有機物とは、鶏糞または緑肥を指す。 

注 3）水稲連作の牛糞堆肥を施用した 3 地点のうち 2 地点は鶏糞も施用。 

注 4) 増減率は、（第 9 巡分析値－第 7 巡分析値）/第 7 巡分析値×100 で算出。 

注 1）年間平均ケイ酸施用量とは、第 7～9 巡の 10 年間に施用したケイ酸の年間平均量。 

注 2）第 7～9 巡可給態ケイ酸増減量=（第 9 巡可給態ケイ酸）－（第 7 巡可給態ケイ酸）で算出。 

注 1）可給態リン酸はトルオーグ法により分析。 

注 2）可給態ケイ酸は pH4 酢酸緩衝液抽出法により分析。 

平均値 目標値

水稲連作田畑輪換 水稲連作田畑輪換 水稲連作田畑輪換

pH（H₂O） 5.9 5.5～6.5 21.9% 6 1 65.6% 6 15 12.5% 1 3

可給態リン酸 21.2 10～20 18.8% 2 4 37.5% 7 5 43.8% 4 10

可給態ケイ酸 18.2 15～30 53.1% 8 9 34.4% 4 7 12.5% 1 3

※pHは単位なし

地点数 地点数地点数

目標値未満 目標値内 目標値超

割合 割合 割合
（mg/100g）
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令和８年産麦の品質向上に向けて

令和７年産麦について、収量は良好となりましたが、特に、穂発芽
しやすい「びわほなみ」と「ミナミノカオリ」では、６月中旬の断続
的な降雨の後に収穫された子実で穂発芽粒が多く確認されました。穂
発芽の発生要因をしっかりと理解し、実需者に求められる良質な麦生
産に一体となって取り組みましょう。

２．穂発芽粒の発生要因について

１．令和７年産麦の概況

◼ 穂発芽は、収穫直前の降雨や多湿条件、収穫後に雨に濡れるなど水
分が多い状態が数日続くと発生しやすく、刈り遅れや倒伏によって
も発生が助長されます。

穂発芽健全粒 発芽粒

◼ 穂発芽は外観ではわかりにくく、穂発芽すると加工適性が著しく低
下し、めんやパン等に使えなくなります。裏面を参考に、穂発芽の
対策を確実に実践しましょう！

◼ 令和７年産麦は、以下の理由で穂発芽の発生が助長されました。
①穂長が長く強雨により倒伏しやすかったこと
②成熟期以前の低温・多湿条件により子実水分が低下しにくかったこと
③成熟期後の連続した降雨



３．穂発芽の対策について

（２）刈り取り準備を早めに行い、必ず適期に収穫！

◼ 登熟期の気温によって登熟の進み方は変わるため、子実水分に注
意し収穫作業が遅れないよう準備を整えておきましょう。

（３）施設等での対策について

◼ 施設での荷受け開始時期については、生育状況をしっかりと確認
の上、ご対応願います。

◼ 小麦の収穫は成熟期から２～４日後の穀粒水分が30%以下となる頃
に行います。収穫適期の見分け方は以下の表を参考にしましょう。

◼ 刈り遅れや倒伏したほ場からの荷受けについては、健全な子実と
混ざらないよう、仕分け処理を徹底しましょう。

◼ 大麦は降雨による品質低下の危険が高く、成熟期の１～３日後に
収穫しましょう。また、ビール麦や種子用として出荷する場合、
発芽勢を確保するため穀粒水分25%以下で収穫しましょう。

近江米振興協会

（１）品種特性の把握

◼ 「びわほなみ」と「ミナミノカオリ」は気象条件により穂発芽す
ることもあるため、注意が必要です。

◼ 仕分けしたロットごとにフォーリングナンバーを分析し、必要に
応じてフレコン出荷での対応を検討しましょう。



 


